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毒法を中心に特別企画

縄療

(独法)農 業技術研究機構 野 菜茶業研究所果菜研究部

病害研究室長

にし        か ず      ふ み

西    和   文

臭
化
メ
チ
ル
生
産
の
原
則
ゼ
ロ
ス
タ
ー

ト
年
で
あ
る
二
〇
〇
五
年
を
目
前
に
し
て
、

新
段
階
を
迎
え
た
土
壌
病
害
対
策
で
は
、

代
番
農
薬
を
用
い
た
土
壌
消
毒
法

（本
誌

四
丹
号
で
広
く
紹
介
し
て
い
る
）
と
並
ん

で
、

物
理
的
手
法
に
よ
る
土
壌
消
毒
技
術

が
広
く
注
目
を
集
め
て
き
て
い
る
。
ま
た
、

抵
抗
性
品
種

・
台
木
の
使
用
や
生
物
防
除

法
な
ど
の
研
究
も
進
ん
で
い
る
。

本
号
で

は
こ
れ
ら
化
学
合
成
農
薬
に
依
存
し
な
い

土
壌
病
害
防
除
技
術
に
つ
い
て
紹
介
し
、

新
し
い
時
代
の
上
壌
病
害
防
除
対
策
技
術

選
択
の
糧
と
し
た
い
。

ポ
ス
ト
臭
化
メ
チ
ル
時
代
の
上
壌
消
毒

技
術
と
し
て
今
注
目
を
集
め
て
い
る
の
が
、

熱
を
利
用
し
た
物
理
的
消
毒
法
で
あ
る
。

化
学
合
成
農
薬
に
依
存
せ
ず
、

か
つ
応
用

範
囲
の
広
い
技
術
と
し
て
、

新
た
な
技
術

開
発
と
従
来
か
ら
の
技
術
の
見
直
し
と
改

良
が
進
ん
で
い
る
。

熱
を
加
え
る
こ
と
に

よ
り
上
壌
中
の
有
害
微
生
物
が
死
減
す
る

こ
と
は
古
く
か
ら
よ
く
知
ら
れ
て
お
り
、

現
在
で
は
第

一
表
に
示
す
よ
う
な
各
種
技

術
が
実
用
に
供
さ
れ
、

あ
る
い
は
実
用
段

階
に
達
し
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
に
も
、

マ

イ
ク
ロ
波
加
熱
技
術
な
ど
、

試
験
段
階
の

も
の
も
あ
る
。

第

一
表
に
あ
げ
た
も
の
の
中
で
、

火
焔

消
毒

（牧
草
地
や
芝
地
の
火
入
れ
な
ど
も

こ
の
方
式
の
変
法
と
考
え
る
こ
と
が
で
き

る
）
や
焼
土
法
は
、

近
代
農
業
以
前
か
ら
実

用
技
術
と
し
て
用
い
ら
れ
て
き
た
。

現
在

で
も
、

火
焔
消
毒
は
農
耕
地
や
草
地
の
除

草
対
策
に
用
い
ら
れ
て
お
り
、

焼
土
法
は

育
苗
上
の
消
毒
技
術
と
し
て
広
範
に
使
用

さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

火
焔
消
毒
で
は
効

果
の
お
よ
ぶ
範
囲
が
上
壌
の
表
面
部
分
の

み
で
あ
る
点
で
、

本
国
の
上
壌
消
毒
に
適

用
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
ま
た
、

本
国

の
深
さ
数
十
尭ン
肝
ま
で
の
上
壌
を
す
べ
て

消
毒
機
に
投
入
す
る
こ
と
は
物
理
的
に
困

難
と
い
わ
ざ
る
を
え
ず
、

焼
土
法
の
本
国

へ
の
適
用
も
現
実
的
と
は
い
え
な
い
。

本

国
で
の
効
果
的
利
用
が
可
能
な
物
理
的
消

毒
法
は
、

蒸
気
消
毒
、

太
陽
熱
消
毒
、

熱
水

土
壌
消
毒
、

土
壌
還
元
消
毒
、

土
中
加
温
消

毒
、

散
水
蒸
気
消
毒
の
六
種
類
で
あ
ろ
う
。

蒸
気
消
毒

（第

一
図
参
照
）
は
、　

一
九
三
〇

年
代
以
降
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
な
ど
に
広
く
普
及

し
た
。
ボ
イ
ラ
ー
で
発
生
さ
せ
た
水
蒸
気

を
上
壌
中
に
導
い
て
地
温
を
上
げ
、

消
毒

効
果
を
上
げ
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

わ
が
国
へ
は

一
九
六
〇
年
代
に
導
入
さ

れ
、

隔
離
ベ
ッ
ト
方
式
の
施
設
栽
培
や
床

土
消
毒
に
広
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。

静
岡

県
の
温
室
メ
ロ
ン
栽
培
な
ど
は
、

メ
ロ
ン
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毛
根
病
な
ど
対
処
困
難
な
病
害
も

一
部
に

は
み
ら
れ
る
も
の
の
、

蒸
気
消
毒
の
導
入

で
土
壌
病
害
を
克
服
し
た
と
い
っ
て
も
過

言
で
は
な
い
。

た
だ
土
耕
栽
培
の
場
合
に
は
、

効
果
の

お
よ
ぶ
範
囲
が
土
壌
表
面
の
浅

い
部
分

（通
常
二
〇
尭ン
肝
程
度
）
に
限
ら
れ
が
ち
な

こ
と
と
、

蒸
気
が
土
壌
中
に
均

一
に
浸
透

せ
ず
、

結
果
的
に
未
消
毒
部
分
が
で
き
て

し
ま
う
場
合
が
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

十

分
な
防
除
効
果
が
得
ら
れ
な
い
事
例
も
散

見
さ
れ
る
。
ま
た
、

消
毒
の
作
業
労
力
が

大
変
な
こ
と
、

マ
ン
ガ
ン
過
剰
症
に
よ
る

生
育
障
害
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ

と
な
ど
が
、

問
題
点
と
し
て
指
摘
さ
れ
て

い
る
。

蒸
気
を
土
壌
中
に
注
入
す
る
方
式

に
は
、

ホ
ジ
ソ
ン
パ
イ
プ
方
式
、

ス
パ
イ

ク
パ
イ
プ
方
式
、

キ
ャ
ン
パ
ス
ホ
ー
ス
方

式
な
ど
が
あ
る
。

太
陽
熱
利
用
ハ
ウ
ス
密
閉
処
理
に
よ
る

土
壌
消
毒
は
、

奈
良
県
で
は
じ
ま
っ
た
技

術
で
、

多
く
の
上
壌
病
害
や
有
害
線
虫
に

適
用
で
き
、

海
外
で
も
採
用
さ
れ
る
と
こ

ろ
と
な

っ
て
い
る
。

多
く
の
上
壌
病
害
に

対
し
成
功
事
例
が
あ
り
、

ポ
ス
ト
臭
化
メ

チ
ル
時
代
に
お
い
て
も
土
壌
病
害
対
策
の

基
本
技
術
と
し
て
、

実
施
可
能
な
条
件
に

あ
る
栽
培
体
系
で
は
必
須
の
対
策
と
し
て

取
り
入
れ
た
い
技
術
で
あ
る
。

稲
わ
ら
な

ど
の
粗
大
有
機
物
や
石
灰
窒
素
を
施
用
し

火 焔 消 毒

焼  土  法

蒸 気 消 毒

太 陽熱消毒

熟水土壌消毒

土壌還元消毒

土中加温消毒

散水蒸気消毒

【第1図】蒸気消善の実施風景

内 容 と 特 徴

一種の火焔放射機で上壌表面の火焔消毒を行う。土壌内

部への熱の浸透はなく、表土上の病原菌、昆虫、雑草な
どにのみ有効である。本国への適用は困難である。

土壌を槍拌しながら熟し、消毒する。床土消毒や隔離ベ

ット用の上壌消毒には有効であるが、本圃への適用は困
難である。

水蒸気を地表面あるいは土壌内部から浸透させることに
より消毒を行う。隔離ベット栽培や床土消毒では極めて

有効。土耕栽培では効果がやや劣る。作業性とマンガン

過■ll症発生の恐れがある点にやや難がある。ヨーロッパ

では広 く使用されている。使用時期の制限もほとんどな
V 。ヽ

土壌に充分な水分を持たせた上でマルチを行い、施設で
は密閉処理して太陽のエネルギーを取り込み、消毒を行
う。コス トのかからない有用な技術で、施設栽培の基本
技術の一つといえる。難点は、防除効果が天候に左右さ
れやすいこと、高標高地や寒冷地では実施困難なこと、

実施時期が夏期に限定されること、処理に長時間を要す
ること、露地圃場での効果は限られていることなどであ
る。わが国で開発 ・実用化された技術で、海外にも広ま
っている。

土壌中に熱水 (通常80～95℃)を 注入して地温を上げ、
土壌消毒を行う。積雪地などを除くと厳冬期でも実施可
能 (効率は夏期よりも劣る)で 、作物の生育も良好とな
る場合が多い。多量の水を必要とするが、マンガン過剰
症発生の可能性は低い。傾斜地や難透水性土壌を除く
と、防除効果は安定している。わが国で開発 ,実用化さ
れた技術である。

土壌中に多量の分解しやすい未熟有機物をすきこんだ上
で、太陽熱消毒を行う。他の物理的消毒法より低温でも

効果があり、寒冷地や高標高地でも実施可能。作物に対
する生育促進効果も認められる。実施時期は夏期を中心
とした時期であるが、熟水土壌消毒と組み合わせること
で通年実施可能となる。保水性の劣る上壌での効果はや
や低 くなる。

土壌中にパイプを埋設し、そこに熱水あるいは熱媒体と

なる波体を循環させて、土壌内部から地温を上昇させて

消毒する。上壌表層部分の消毒は、通常太陽熱消毒とす
る。コス トはかかるが、土壌深部までの消毒が可能であ
る。

通常の蒸気消毒を終えた後で表面から散水する。散水さ
れた水は蒸気のもたらしたエネルギーを受けて熱水に変
わり、下層に浸透する。蒸気消毒よりも下層部の消毒効
果を高めることが可能である。わが国で開発され、現在
実用化の道を歩みつつある最新技術である。

【第1表】熱を利用した主な物理的消毒法
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【第2図】熱水土壊消善の実施状況

た
あ
と
小
畦
を
た
て
、

畦
間
潅
漑
の
あ
と

ビ
ニ
ー
ル
被
覆
を
し
、

ハ
ウ
ス
密
閉
処
理

孝
】

つヽ
。

安
価
で
安
全
、

残
留
農
薬
の
心
配
の
な

い
技
術
と
し
て
、

関
東
以
西
の
地
域
で
広

く
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

近
年
、

宮
崎

県
で
は
作
畦
後
に
太
陽
熱
土
壌
消
毒
を
行

い
、

消
毒
後
は
そ
の
畦
を
そ
の
ま
ま
利
用

し
て

（耕
起
す
る
こ
と
な
く
）
栽
培
す
る

改
良
型
の
太
陽
熱
土
壌
消
毒
法
を
開
発
し
、

実
用
に
移
さ
れ
て
い
る
。

太
陽
熱
利
用
ハ

ウ
ス
密
閉
処
理
に
よ
る
土
壌
消
毒
の
難
点

は
、

天
侯
に
左
右
さ
れ
て
消
毒
効
果
が
不

安
定
な
こ
と
、

盛
夏
期
以
外
に
は
防
除
効

果
が
十
分
に
上
が
ら
な
い
こ
と
、

北
日
本

や
高
標
高
地
で
の
適
用
が
困
難
な
こ
と
、

処
理
に
要
す
る
期
間
が
長
い
こ
と
、

メ
ロ

ン
の
黒
点
根
腐
病
な
ど
の
よ
う
に
十
分
な

効
果
が
認
め
ら
れ
な
い
病
害
が
存
在
す
る

こ
と
、

ハ
ウ
ス
内
の
セ
ン
サ
ー
類
や
パ
イ

プ
類
に
障
害
を
お
よ
ぼ
す
こ
と
が
あ
る
な

ど
で
あ
る
。

露
地
圃
場
に
お
け
る
太
陽
熱

消
毒
は
、

野
菜
類
の
苗
立
枯
病
な
ど
で
の

効
果
が
認
め
ら
れ
て
い
る
が
、

効
果
の
安

定
性
や
適
用
範
囲
の
狭
さ
な
ど
の
点
で
、

あ
ま
り
普
及
し
て
い
な
い
。

熱
水
土
壌
消
毒
（第
二
図
参
照
）
は
、

今

最
も
注
目
を
集
め
て
い
る
土
壌
消
毒
技
術

の

一
つ
で
、

規
模
の
大
き
さ
を
問
わ
ず
施

設
栽
培
農
家
で
実
施
で
き
る
実
用
技
術
と

し
て
注
目
さ
れ
、

近
年
現
場
へ
の
普
及
が

急
速
に
進
ん
で
い
る
。

高
温
の
熱
水
（通
常
八
〇
～
九
五
度
Ｃ
）

を
国
場
に
導
く
こ
と
で
、

地
温
を
上
げ
て

土
壌
消
毒
を
行
う
。

基
本
的
に
は
わ
が
国

で
開
発
・実
用
化
さ
れ
た
技
術
で
、

現
在
、

ア
メ
リ
カ
な
ど
で
も
本
技
術
の
研
究
が
は

じ
め
ら
れ
て
い
る
。

試
験
的
に
は
露
地
野

菜
や
畑
作
物
な
ど
の
土
壌
病
害
虫
に
も
適

用
可
能
で
あ
る

（第
一
表
参
照
）
が
、

コ

ス
ト
や
水
利
問
題
な
ど
か
ら
、

当
面
は
施

設
で
の
果
菜
類
、

花
き
類
、

軟
弱
野
菜
類

を
中
心
に
普
及
し
て
ゆ
く
と
考
え
ら
れ
る
。

高
温
の
熱
水

（通
常
は
八
〇
～
九
五
度
Ｃ

程
度
の
も
の
が
用
い
ら
れ
る
）
を
圃
場
表

面
か
ら
注
入
し
、

地
温
を
上
げ
て
殺
菌
を

図
る
も
の
で
あ
る
。

熱
水
の
注
入
量
は

一

〇
〇
～
二
〇
〇
朋
／
平
方
肝
を
基
本
に
、

対
象
作
物
、

病
害
、

土
質
、

地
温
、

注
入

す
る
熱
水
の
温
度
な
ど
を
考
慮
し
て
調
整

す
る
。

熱
媒
体
と
な
る
熱
水
は
、

土
壌
表
面
か

ら
内
部
へ
と
自
然
に
浸
透
し
て
ゆ
く
の
で
、

蒸
気
消
毒
の
場
合
よ
り
も
土
壌
深
部
へ
の

熱
の
伝
導
性
が
優
れ
、

土
耕
栽
培
に
お
け

る
消
毒
効
果
も
優
れ
る
。

糸
状
菌
病
に
対

す
る
防
除
効
果
は
高
く
、

細
菌
病
に
対
す

る
防
除
効
果
も
認
め
ら
れ
る
。

雑
車
に
対

す
る
抑
制
効
果
も
高
い
。

土
壌
伝
染
性
の

ウ
イ
ル
ス
病
に
対
す
る
消
毒
効
果
は
、

メ

ロ
ン
え
そ
斑
点
病
の
よ
う
に
媒
介
糸
状
菌

に
作
用
し
て
間
接
的
に
防
除
効
果
を
示
す

よ
う
な
場
合
を
除
く
と
、

あ
ま
り
期
待
で

き
な
い
。

消
毒
の
実
施
に
は
地
域
的
あ
る

い
は
季
節
的
な
制
約
が
少
な
い

（少
な
く

と
も
九
州
地
域
の
平
坦
部
で
は
厳
冬
期
で

も
実
施
可
能
で
あ
る
）
。

し
か
し
本
法
に
よ
る
消
毒
効
果
は
、

透

水
性
の
悪
い
国
場
や
傾
斜
の
あ
る
国
場
で

は
十
分
に
発
揮
で
き
な
い
こ
と
が
多
い
。

蒸
気
消
毒
に
比
較
す
る
と
作
業
性
は
圧
倒

的
に
優
れ
、

マ
ン
ガ
ン
過
剰
に
よ
る
生
育

障
害
発
生
の
可
能
性
も
少
な
い
。

消
毒
開

始
か
ら
定
植

（播
種
）
可
能
と
な
る
ま
で

の
時
間
は
、

透
水
性
の
優
れ
た
固
場
で

は
、

土
壌
く
ん
蒸
剤
を
用
い
た
土
壌
消
毒

の
場
合
よ
り
も
短
い
。
ま
た
、

生
育
し
て

い
る
作
物
の
す
ぐ
そ
ば
で
も
実
施
可
能
で

あ
る
。

熱
水
土
壌
消
毒
は
、

単
独
の
技
術

と
し
て
み
て
も
十
分
な
効
果
を
示
す
が
、

土
壌
還
元
消
毒
や
土
中
加
温
方
式
と
組
み

合
わ
せ
る
こ
と
に
よ

っ
て
、

防
除
効
果
を

さ
ら
に
増
進
さ
せ
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

土
中
加
温
と
は
、

土
壌
中
に
埋
設
し
た

2J 今 月の農業 5月 号 修θ冴)



【第2表】熱水土壊消毒により良好な防除効果が得られた例

lt熱 水土壊消毒により良好な防除効果が得られた試験例

萎 凋  病
萎 黄 病
根腐線虫病
根 こ ぶ 病
根 こ が 病
根腐線虫病
青 枯 病
萎 凋  病
褐色根腐病
根腐萎凋病
根こぶ線虫病
黒点根腐病
黒点根腐病
つ る 割 病
根こぶ線虫病
黒 根 腐 病
シス ト線虫病
立 枯 病
から黒穂病
根 腐 病

白 絹  病
白 絹 病
菌 核 病
緑斑モザイク病
苗 立 枯 病来| *
ホモプシス根腐病
モザイク病
半身萎凋病
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カ

ン

才
‐
ロ

ス

メ

ウ

　

　

　

　

イ

ソ

ン
　

イ

サ

ゴ

ト

ウわ　射カチマ

ホ

ダ

　

ハ
チ

イ

ト

ズ

ウ

ン
リ

イ

ボ

ロ

ユ ゥ

ダ

ゴ

メ
キ

放
熱
パ
イ
プ

（管
）
を
利
用
し
て
地
温
を

上
げ
る
も
の
で
あ
る
。
も
と
も
と
は
根
の

発
育
促
進
を
狙
つ
た
技
術
で
あ
っ
た
が
い

近
年
、

土
壌
消
毒
に
も
利
用
し
よ
う
と
い

う
動
き
が
出
て
き
た
。

土
中
か
ら
の
加
温

だ
け
で
は
消
毒
効
果
は
十
分
で
な
い
の
で
、

他
の
技
術
と
の
組
み
合
わ
せ
が
必
要
と
な

る
。

現
在
は
太
陽
熱
利
用
上
壌
消
毒
と
の

組
み
合
わ
せ
で
好
結
果
が
得
ら
れ
て
い
る

が
、

い
つ
で
も
実
施
可
能
と
い
う
視
点
か

ら
は
、

熱
水
土
壌
消
毒
や
蒸
気
消
毒
、

散

水
蒸
気
消
毒
と
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
も
考

慮
し
て
お
く
と
い
い
と
考
え
ら
れ
る
。

放

熱
パ
イ
プ
の
埋
設
に
手
間
と
コ
ス
ト
が
か

さ
む
が
、

土
壌
深
部
の
消
毒
効
果
に
優
れ

る
と
い
う
他
の
物
理
的
消
毒
法
に
は
な
い

ス
ト

一
ン
カ

ン

ソ
ギ

マ卿
キイ
コ

ナ

ト

セ

ピ

ス

メ

シ

不ヽ

剰
督
督
も
つ
。

普
及
度
は
ま
だ
低
い
が
ヽ
根

の
発
育
促
進
を
狙
っ
て
す
で
に
地
中
配
管

が
実
施
さ
れ
て
い
る
圃
場
で
は
、
容
易
に

実
施
可
能
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
方
式
で

は
、
消
毒
の
都
度
放
熱
パ
イ
プ
を
埋
設
す

る
方
式
と
、　

一
度
埋
設
し
た
あ
と
は
恒
常

的
に
埋
設
し
た
状
態
を
維
持
す
る
方
式
が

あ
る
。

埋
設
の
手
間
と
コ
ス
ト
の
面
か
ら

後
者
の
ほ
う
が
ょ
り
実
用
的
と
考
え
ら
れ

る
が
、

現
在
の
普
及
度
は
、

両
者
と
も
ま

だ
高
く
な
い
。

神
奈
川
県
園
芸
試
験
場

（現
神
奈
川
県

農
業
総
合
研
究
所
）
で
開
発
さ
れ
た
温
湯

土
壌
消
毒
法
は
、

発
想
お
ょ
び
開
発
の
経

緯
こ
そ
異
な
る
も
の
の
、

原
理
的
に
は
同

じ
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

淋
　
　
　
　
　
　
　
病

病
病
病
病
病
病
病
病
虫
病
病
病
病
病
病
病

腐
林
枯．

卿
黄
　
剰
根

靭
一
穂
枯
枯

醐
切
併

株
立
青
半
萎
疫

つ
毛
根
萎
黒
立
青
萎
萎
腰

ダ イ  ズ

コ ム  ギ

ガ ー ベ ラ

ト マ  ト

ホウレンソウ

キ   ク
トルコギキョウ
カーネーション

スイー トピー

〔注〕来 1に あげたものは除く。
**CGMNIVお よびToMvの 不活化は土壊浅部でのみ認められた。
キキヤ病原菌 (線虫)は 複数種あり、供試菌の種類が文献からは特定できないと

2、勲水土壊消毒により上壊中の病害虫密度が顕書に減少 した試験例
Ⅲ

3、熱水土壊消毒により前作よりも発病が大きく軽減された例t

今月の農業 5月 号 2003)24



【第3表】土壊病害虫に適用のある微生物農薬
一 般  名 (商品名)

アグロバクテリウム ・ラジオバクター剤

(バクテローズ)
シュードモナス ・フルオレッセンス剤

(セル苗元気)
スタイナーネマ ・カーポカプサエ剤

(バイオセーフ)
スタイナーネマ ・クシダイ水本田剤

(芝市ネマ)
スタイナーネマ ・グラセライ剤

(バイオトピア)
対抗菌剤 (トリコデルマ生菌)
パスツーリア・ペネトランス水和剤

(パス トリア水和剤)
非病原性エルビニア ・カロトボーラ水和剤
(バイオキーパー水和剤)

非病原性フザリウム ・オキシスポラム水和剤

(マルカライト)
モナクロスポリウム ・フィマ トパガム剤

(ネマヒトン)

適 用 病 害 虫

ナシ、バラおよびキクの根頭がんしゅ病

トマ ト青枯病、根腐萎凋病

シバのシバオサゾウムシ、タマナヤガ

シバのシバオサゾウムシ、コガネムシ類

サツマイモおよびシバのコガネムシ類、シバの
シバオサゾウムシ

タバコ白絹病、腰折病
サツマイモ、 トマ ト、キュウリ、カボチャ、メ
ロンおよびイチジクのネコブセンチュウ
ハクサイ、ジャガイモ、キャベツ、ダイコン、
タマネギ、ネギ、レタスおよびパセリの軟腐病
サツマイモつる害」病

タバコおよび トマ トのサツマイモネコブセンチ
ユウ

土
壌
還
元
消
毒
は
、

近
年

わ
が
国
で
独
自
に
開
発
さ
れ

た
新
し
い
土
壌
消
毒
法
で
あ

る
。
フ
ス
マ
や
米
糠
な
ど
の

分
解
の
早
い
未
熟
有
機
物
を

大
量
に
土
壌
に
す
き
こ
み

（
フ
ス
マ
の
場
合

一
ント
／

一

〇
イ
以
上
）
、

湛
水
状
態

（
一

〇
〇
～

一
五
〇
朋
／
平
方
席

の
水
を
注
入
）
に
し
て
ハ
ウ

ス
密
閉
処
理
に
よ
る
太
陽
熱

利
用
上
壌
消
毒
を
実
施
す
る

（ド
ブ
臭
が
発
生
す
る
ま
で

二
〇
日
間
以
上
の
ハ
ウ
ス
密

閉
処
理
）と
い
う
の
が
、

本
方

法
の
基
本
的
な
実
施
手
順
で

あ
る
。

本
消
毒
法
の
核
心
は
、

あ
る
程
度
の
温
度
条
件
の
下

で
分
解
の
早
い
未
熟
有
機
物

を
多
量
に
含
む
土
壌
を
湛
水

す
る
と
土
壌
の
還
元
化
が
急

速
に
進
行
し
、

病
原
菌
密
度

が
急
速
に
低
下
す
る
こ
と
に

あ
る
。

こ
の
方
法
で
土
壌
消
毒
効

果
を
十
分
に
発
揮
さ
せ
る
た

め
に
は
、

混
和
す
る
有
機
物
、

土
壌
水
分
、

温
度
条
件
の
三

第 I章 暮 うしと野菜と健康
]野 菜は日本型食生活の構/2 野 菜は喜らしと健康のパロメーター!?/3 千 差万別、野菜の素顔

【ヨラム〕ちょつと一瀬 (季節で通した野菜の話題-9編)

第I章  野 菜の健康パワー

1 野 菜で食欲増進/2 野 菜は栄養の貫庫/野 菜の生理機能/4 野 菜はガン予防に有効か ?/5

野菜を食べて生活習慣病予防/6 調 理上手と栄養成分

【コラム】ちょつと一日日(個々 の野菜の栄螢・機能性の話題-12編)

第Ⅲ章 魅 力ある野菜たち
1 野 菜の種類は150穫 /2 薬 茎乗類 (キャベツ ・Aク サイ ・ブロッコリー ・ホウレンソウ ・ネギ ・

タマネギ ・レタス)/3 果 菜類 (トマ ト・ナス ・ピーマン ・キュウリ ・スイカ ・メロン ・カポチャ ・

イチゴ)/4 根 菜類 (ダイコン ・エンジン ・サ トイモ ・ジャガイモ)/5 そ の他 (マメ ・スイー

トコーン)

【コラム】ちょつと一日日(野菜に関する興昧ある話題-19編 )

第Ⅳ草 21世 紀は野菜が主役
1 暮 らしに生きる野菜研究と技術開発/2 野 菜の夢一野菜研究の最前線

第V草  野 菜の一ロメモ
45編 の野菜に対する疑間をわかりやすく間答形式で解説

用語解説

本文中に出てくる専門用語などを平易に解説

本書は、日本人の食べ物のなかで占める野菜

の位置付けを、広く一般の人々に知っていただき、

暮らしのなかで野葉を積極的に利用し、健康長

寿に繋げていただきたいとの願いをこめたもの

です。人の健康と野菜との関わりを主体に、暮

らしに密着した野菜のありよう、野菜の持つ魅力、

さらに、研究現場からのメッセージを付加して、

野菜をよりよく知ってもらうようにと努めました。

そのため、科学的根拠に基づきつつ、分かりや

すく、面白い内容となるよう、コラム欄やQ&

Aの スタイルも取り入れました。

(本書 「編集後記」より)

中 村   浩  編 著

今月の農業編集室刊

A5半」 260頁
定 価  本 体2,000円

(税・〒別)

使注文篭望要把8機で4格雷往君ず者整魯  曇 6増T E L  0 3‐3 6 6 3‐ フ9 3 2
F A X  0 3‐3 6 6 3‐ 7 2 7 5

努 今 月の農業 5月 号 ψ例り



者
が
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。

混
和
す

る
有
機
物
は
分
解
が
早
く
微
生
物
の
餌
と

な
り
や
す
い
も
の
が
よ
く
、

土
壌
水
分
は

圃
場
容
水
量
以
上
を
保
持
す
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。

土
壌
温
度
は
三
〇
度
Ｃ
以
上

と
す
る
こ
と
が
重
要
で
、

太
陽
熱
利
用
上

壌
消
毒
よ
り
も
低
温
で
も
、

防
除
効
果
が

期
待
で
き
る
。
こ
の
た
め
太
陽
熱
利
用
上

壌
消
毒
よ
り
も
、

地
域
的
あ
る
い
は
季
節

的
な
制
約
は
少
な
い
。

本
法
に
は
、

処
理

に
必
要
な
期
間
が
長
い
こ
と
、

湛
水
困
難

な
土
壌
で
は
消
毒
効
果
が
低
下
す
る
こ
と
、

悪
臭

（ド
ブ
臭
）
が
発
生
す
る
こ
と
な
ど

の
弱
点
が
あ
る
。

最
近
、

本
法
と
熱
水
土
壌
消
毒
を
組
み

合
わ
せ
る
こ
と
で
処
理
効
果
を
あ
げ
、

か

つ
処
理
時
間
の
短
縮
が
可
能
と
な
る
こ
と

が
示
さ
れ
た
が
、

こ
の
組
み
合
わ
せ
法
を

採
用
す
れ
ば
、

同
時
に
実
施
時
期
の
制
限

も
著
し
く
少
な
く
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

散
水
蒸
気
消
毒
は
、

熱
水
土
壌
消
毒
で

開
発
さ
れ
た
追
加
給
水
に
よ
る
消
毒
効
果
の

増
進
作
用
を
、

蒸
気
消
毒
に
取
り
入
れ
た
新

し
い
土
壌
消
毒
技
術
で
あ
る
。

本
法
で
は
、

ま
ず
最
初
に
通
常
の
蒸
気
消
毒
を
行
う
が
、

蒸
気
の
注
入
を
停
止
し
た
ら
た
だ
ち
に
土
壌

表
面
か
ら
常
温
水
（特
に
加
熱
を
行
っ
て
い

な
い
通
常
水
）を
散
布
す
る
と
い
う
手
順
で

土
壌
消
毒
を
行
う
。

散
布
さ
れ
た
水
は
高
温

の
熱
水
に
変
わ
り
、

地
中
に
浸
透
す
る
。

そ

の
過
程
で
地
温
を
高
め
、

蒸
気
消
毒
で
は
消

毒
効
果
が
不
十
分
と
な
り
や
す
い
土
壌
深
部

の
消
毒
が
可
能
と
な
る
。

現
在
、

技
術
開
発

が
進
行
中
で
、

蒸
気
消
毒
と
散
水
の
組
み
合

わ
せ
方
法
な
ど
に
つ
い
て
検
討
が
進
め
ら
れ

て
い
る
。

熱
を
利
用
し
た
物
理
的
消
毒
法
は
、

微

生
物
を

一
定
の
温
度
に
接
触
さ
せ
た
場

合
、

高
温
で
は
短
時
間
の
接
触
で
死
滅
す

る
が
、

比
較
的
低
温
で
も
長
時
間
接
触
さ

せ
る
こ
と
に
よ
り
死
減
さ
せ
る
こ
と
が
可

能
で
あ
る
と
い
う
原
理
を
巧
み
に
利
用
す

る
。

同
時
に
、

土
壌
が
保
温
性
に
優
れ
、

表

層
を
除
け
ば
気
温
の
変
化
に
あ
ま
り
関
係

せ
ず
に

一
定
の
温
度
が
長
時
間
維
持
さ
れ

る
点
を
利
用
す
る
。

土
壌
病
原
菌
の
死
減

温
度
は
そ
の
種
類
に
よ
り
異
な
る
が
、　

一

般
に
は
四
〇
～
五
〇
度
Ｃ
の
温
度

ｆ↓こ
数
時

間
接
触
さ
せ
る
と
死
減
す
る
と
い
わ
れ
て

い
る
。

土
壌
中
に
均

一
に
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
浸
透
さ
せ
て
、

消
毒
に
必
要
な
温
度
以

上
に
到
達
さ
せ
、

そ
の
よ
う
な
状
態
を

一

定
時
間
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

十

分
な
土
壌
消
毒
効
果
が
あ
げ
ら
れ
る
理
屈

で
あ
る
。

熱
を
利
用
す
る
物
理
的
消
毒
法
以
外
の

方
法
で
は
、

生
物
防
除
や
耕
極
的
防
除
も

重
要
で
あ
る
。
し
か
し
、

こ
れ
ち
の
技
術

の
現
状
は
、

固
場
に
発
生
す
る
主
要
な
病

害
虫
の
ご
く

一
部
に
適
用
可
能
と
い
う
段

階
で
あ
る
の
で
、

現
状
で
は
補
完
的
な
防

除
技
術
の
位
置
に
甘
ん
じ
ざ
る
を
得
な
い

が
、

将
来
の
技
術
目
標
と
し
て
は
、
き
わ

め
て
重
要
と
考
え
ら
れ
る
。

第
二
表
に
、

現

在
、

生
物
農
薬
と
し
て
土
壌
病
害
虫
を
対

象
に
利
用
可
能
な
も
の
を
示
す
。

生
物
の
持
つ
能
力
を
利
用
す
る
と
い
チ

点
で
は
、

抵
抗
性
品
種

・
台
木
の
利
用
も

重
要
で
あ
る
。
し
か
し
、

現
実
に
抵
抗
性

品
種

・
台
木
を
利
用
す
る
と
な
る
と
簡
単

で
は
な
い
。

抵
抗
性
品
種
ｉ
台
木
の
利
用

が
万
能
で
な
い
理
由
と

ヽ
し
て
は
、

①
現
在

育
成
さ
れ
て
い
る
抵
抗
性
品
種

・
台
木
は

特
定
病
害
な
い
し
は
特
定
病
原
菌
レ
ー
ス

に
対
し
て
抵
抗
性
と
い
う
場
合
が
ほ
と
ん

ど
で
、

抵
抗
性
の
幅
が
狭
く
、

通
常
発
生

す
る
す
べ
て
の
元
争
ど
ま
で
は
い
か
な
ぐ

と
，す

主
要
な
病
害
に
対
す
る
抵
抗
性
を
す

べ
て
備
え
た
抵
抗
性
品
種

一
台
木
が
存
在

し
な
い
こ
と
、

②
抵
抗
性
の
レ
ベ
ル
も
決

し
て
完
全
と
い
チ
わ
け
で
は
な
く
、

病
原

菌
密
度
が
高
か
っ
た
り
、

高
温
あ
る
い
は

高
密
度
の
線
虫
の
共
存
下
な
ど
で
催
病
性

に
変
わ
る
こ
と
も
あ
る
こ
と
、

③
罹
病
性

品
種
に
対
す
る
市
場
か
ら
の
要
請
が
高
く
、

抵
抗
性
品
種

へ
の
変
更
が
容
易
で
な
い
場

合
が
あ
る
こ
と
、

④
メ
ロ
ン
な
ど
で
は
台

木
品
種
の
導
入
に
よ
る
呆
実
の
品
質
低
下

を
恐
れ
て
自
根
栽
培
が
好
ま
れ
る
傾
向
に

あ
る
こ
と
、

⑤
せ
っ
か
く
抵
抗
性
品
種
・台

木
を
導
入
し
て
ヽ
病
原
菌
の
新
し
い
レ
ー

ス
の
出
現
で
抵
抗
性
が
崩
壊
す
る
事
例
が

あ
る
こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
と
は
い

つ
て
も
い
抵
抗
性
品
種

・
台
木
の
利
用
は

最
も
安
価
で
環
境
負
荷
の
少
な
い
方
法
で

あ
り
、
，ポ

ス
ト
臭
化
メ
チ
ル
時
代
の
土
壌

病
害
虫
対
策
で
最
も
有
力
な
補
完
技
術
の

ひ
と
つ
と
い
え
よ
う
。

田
畑
輪
換
、

作
物
残
澄
の
適
正
な
処
理
Ａ

対
抗
植
物
の
栽
培
な
ど
と
い
っ
た
耕
極
的

防
除
対
策
は
、

汎
用
性
に
欠
け
る
こ
と
と
、

病
原
菌
密
度
が
あ
る
程
度
高
く
な
っ
た
状

態
で
の
利
用
が
困
難
な
こ
と
か
ら
、
軽
視

さ
れ
が
ち
な
傾
向
に
あ
る
。
し
か
し
、

土

壌
病
害
対
策
の
基
本
技
術
と
し
て
、

ま
た

土
壌
消
毒
効
果
を
よ
り
高
め
る
た
め
に
も
、

利
用
で
き
る
局
面
で
は
積
極
的
活
用
を
図

り
た
い
も
の
で
あ
る
。

二
〇
〇
五
年

一
月

一
日
ま
で
あ
と
わ
ず

か
。

臭
化
メ
チ
ル
に
頼
ら
ず
自
ら
の
圃
場

の
実
態
に
マ
ッ
チ
し
た
土
壌
消
毒
技
術
を
、

一
日
も
早
く
選
択
す
る
必
要
が
あ
る
。
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